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	4泊5日で高校生の学びをサポート
	日韓高校生 交流事業 学生サポーター募集
	4泊5日で高校生の学びをサポートしませんか？
	第2外国語として日本語を学んでいる韓国の高校生36名が4泊5日で来日します。 そこで、韓国人高校生の生活のサポートや日本語での会話の機会の提供等、韓国の高校生がより充実した交流ができるように、彼らに帯同しサポートしていただく学生を募集します。
	日　時
	事前研修会：令和８年１０月上旬の平日 オンライン（１時間程度）​ 受入れ事業　：令和８年１１月２日（月）～１１月６日（金） ４泊５日（東京）​ 　※受入れ事業は、成田空港集合・成田空港解散です。​ 　※宿泊先は日本青年館ホテルです​

	募集人数・業務内容
	韓国の学生との交流や青少年の支援に興味・関心・意欲のある専門学校生・大学生等：４名​程度 　※全期間参加できる方。（韓国語が話せる方を優先します。） 　※原則として、日本青年館ホテルに宿泊いただきます。​ 　※主な業務は班付き支援です。（自班の学生の安全管理、活動サポート、コミュニケーションサポート等）​ 　※活動内容（現時点の予定）は都内高校訪問（交流・部活動体験）、早稲田大学訪問、文化体験ほか​

	費　用
	事業の参加に係る交通費及び事業中の食費は、当機構規程により、事業終了後に指定の口座にお支払い​いたします。 また薄謝ですが当機構規定に基づき、謝金を支給します。

	応募方法
	フォームへの回答および応募申込書を、右下の問い合わせ先までご提出ください。 申込フォーム：https://forms.office.com/r/mNuNnj1LvH 締め切り：令和８年８月２４日（月） 　※応募申込書は、国際・企画課のサイトよりダウンロードしてください。 　※応募者多数の場合は、応募書類を基に選考を行う場合があります。

	その他
	＜問い合わせ先＞ 子どもゆめ基金部　国際・企画課（日韓高校生交流事業担当） 電話番号 : 03-6407-7614 E-mail：honbu-kokusaikikaku@niye.go.jp サイト : https://ie-program.niye.go.jp/
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